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馬
木
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
橋
本
一
寛

で
す
。

馬
木
社
協
で
は
、
令
和2

年3
 

月
策
定
の
第3

次
プ
ラ
ン
に
基
づ 

い
て
活
動
を
行
い
、
先
代<
云
長
は 

じ
め
理
事
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
ン
実 

施

に

よ

り

『
安
全
・
安
心
な
ま
ち 

づ
く
り
』
を
十
分
と
は
言
え
ま
せ 

ん
が
達
成
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
 

令
和6

年

11
月
、
社
会
福
祉
協 

議
会
優
良
活
動
賞
部
門
で
全
国
社 

会
福
祉
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
。
 

全
国
39
団
体
の
一
つ
に
選
出
さ
れ 

ま
し
た
事
は
大
変
名
誉
な
こ
と
と 

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
誇
り
を
持 

っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
で
安
心 

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指 

し
ま
す
。

馬
木
地
区
も
少
子
高
齢
化
が
進 

み
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
比
率
が 

34.
3
%

と
全
国
比
率
よ
り
約5
 

%

高
く
推
移
し
て
い
ま
す
。
世
帯 

数
は5

年
前
に
比
べ
若
干
増
加
し
、
 

町
内
会
加
入
世
帯
は
逆
に
減
少
し 

て
い
ま
す
。

町
內
会
の
必
要
性
を
感
じ
な
い 

若
者
世
帯
は
加
入
に
後
ろ
向
き
で 

あ
り
、
必
要
と
思
わ
れ
る
高
齢
者 

世
帯
が
脱
会
し
て
い
る
の
が
現
状

街
を
明
る
く
す
る
運
動
と
し
て
、
 

通
学
路
や
県
道
沿
い
の
歩
道
を
主 

に
街
路
灯
を
設
置
し
て
き
ま
し
た 

が
、
ま
だ
ま
だ
狭
い
路
地
は
暗
い 

箇
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
地
域
を 

明
る
く
し
犯
罪
の
抑
止
を
図
り
、
 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置•

維
持
管
理 

を
含
め
て
、
活
動
を
実
施
し
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

局
地
的
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害 

の
危
険
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

危
険
箇
所
の
改
善
要
望
を
地
区
住 

民
と
協
同
し
て
行
い
、
災
害
防
止 

訓
練
を
主
導
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組 

み
に
、
住
民
一
体
と
な
っ
た
「あ 

い
さ
つ
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
 

あ
い
さ
つ
を
お
互
い
に
交
わ
し 

合
う
こ
と
で
繋
が
り
が
広
が
り
ま 

す
。
こ
の
基
本
運
動
を
今
後
一
層 

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
中
学

生
の
登
下
校
の
見
守
り
は
、
気
持 

ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
に
よ
っ
て
住 

民
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま 

す
。
ま
た
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者 

や
身
体
の
弱
い
人
へ
の
電
話
見
守 

り
活
動
は
住
民
の
皆
様
に
安
心
感 

を
持
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今 

後

も

「馬
木
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ 

——
ク
」
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
 

住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
「環
境 

に
優
し
い
ま
ち
」

「活
気
の
あ
る 

ま
ち
」

「郷
土
愛
の
あ
る
ま
ち
」
 

等
々
い
ろ
い
ろ
と
あ
げ
る
こ
と
が 

で
き
ま
す
。

馬
木
社
協
は
、
令
和6

年6

月 

に

「ひ
ろ
し
まL
M

〇
」
に
認
定 

さ
れ
ま
し
た
。L
M
O

と
は
、
地 

域
の
各
種
登
録
団
体
が
協
力
し
あ 

っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
地
域 

運
営
組
織
で
す°

L
M
O

は
計
画 

に
沿
つ
た
活
動
に
対
し
て
経
費
支 

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
事
業 

費
と
し
て
各
種
事
業
を
展
開
し
て
、
 

住
み
よ
い
、
か
つ
賑
わ
い
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
 

馬
木
社
協
の
基
本
的
な
考X

は 

"
1

〇
〇
〇
人
の
イ
ベ
ン
ト
を1
 

回
開
催
す
る
〃
よ
り
〃1
0
0

人 

の
イ
ベ
ン
ト
を
10
回
開
催
す
る
〃
 

こ
の
方
針
で
進
め
ま
す
の
で
、
皆 

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い 

し
ま
す
。

不
動
産
売
買
・
仲
介
・
賃
貸 

有
限
会
社



(3)第72号 うまき社協だより

；［しろしまLMO馬ホ社協コーナー
馬木社協ホームページに掲載しています。

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/lmoumaki

令和6年6月、ひろしまLM0の認定書が交付されるとともに組織運営に要する経費や地域

課題を解決するための事業に要する経費の交付を受けて、 

事業を実施しています。
V__________________________________________________________

単位:円 単位:円.LMO馬木社協事業項目ー

事業名 主催団体 R6年跄算額 R7年度予算額

1 多世代交流

幼稚園と地区住民の交流にJ
馬木社協

［る園児の情操教育
166,055 90,000

2 ふれあいまつり(公民館)I馬松協_______
馬木公民館で活動する住民発表による賑わいを創出する

447,200 374,000

3
秋祭り I馬木連合町内会
住民の連携による地媛創出と子どもの思い出作り

521,463 440,000

4 夏祭り 木扇子踊り保存会
郷土芸能の継承を図り町の賑わいを作る

445,868 474,000

5 地域猫活動 丨公衆衛生推進協議会

野懿の避妊手術を行い異常発生を防ぐ
39,822 18.000

6 町民グランドゴルフ 隅木福田連合町内会
住民相互の親睦を図り健康増進につなげる

68,940 〇

7 花ボランティア活動 惨衆衛生推進協議会
馬木全体の環境美イ匕運動の増進

〇 210,000

8 見守り 丨馬木社協
独居老人や身体の弱い人の見守りを行い生きがいづくりを行う

340,930 296,000

9
ふれあい広場 I馬木社協
小中学校で3世代の交流を図る

56,756 60,000

10 ボランティア活動 腐木社協
住民からの困りごとを有償支援

131,827 140.000

11 ひまわり会 ［ひまわり連合会

高齢者の連動会を支援し、生きがいづくりを行う
88,000 90.000

12 平和の集い ［_子ども会育购齢
平和資料館に行き、平和について話し合う

〇 20,000

13 森林公園駅伝大会 L 福木体協
森林公園の利用者増加と参加者の健康増進を図る

〇 40,000

計 2,306,861 2,252,000

うまいものをどんどん安く売る

TEL8 8 3 —008 1

環境設備プラン 卜で地球を考える

i岡工業
地域社会の発展と活性化に努めます

mazoa
広島東部地区マツダ0B会

(馬木・福田・上温品•温品)

足MO馬木社協令和6年度運営助成金収支決算書

区分 項 目 交付決定額 最終予算額 決算額 次年度繰越

L
M
O

経
費

1 人件費 2,000,000 2,000,000 1,122,840 877,160

2 活動拠点維持 
管理•運営費 970.000 694.000 691.106 2,894

3 事業経費 2,030,000 2,306,000 2,306,861 -861

計 5,000,000 5,000,000 4,120,807 879,193

京LM〇経費2項、3項を合わせて300万円が交付上限

単位円丄MO馬木社協令和7年度運営助成金収支予算書・

区分 項 目 予算額 交付申請額 前年度鮑額

L
M
O

経
費

1 人件費 2,279,000 1,401,000 878,000

2 活動拠点維持 
管理•運営費

748,000 745,000 3,000

3 事業経費 2,252,000 2.252,000 〇

計 5,279,000 4.398,000 881,000

熱中症つ予防対策互!装・

了月16日、馬木地区の一人ぐらし高齢者「すぎなの会」の32人 

がふれあい会食(こ参加しました。地域の民生委員さんたちと歌を 

歌いながらの体操やじゃんけんゲーム等で楽しい時間を過ごし 

ていた:だきました1。福木・温品 

地域包括麦援センターの職員 

さんから、暑い夏を迎え、熱中 

症の予防対策について日頃か 

ら心がけ注意することなどの 

お話しをお聞きしましな。

中国運輸局指定民間車検工場

株式会社ドイモーター
車検/整備/新車•中古車販売•買取り 

板金•塗装修理/ボディコーティング 

•自賠責•自動車保険

〒?32-0031広島市東区馬木4 TS1439-1

TEL (082) 899-5656 (代)FAX (082) 899-2096

隣近所で仲良くしていくこと 

(2)第72号 うまき社協だより

令和7年度馬木地区社協の事業計画 おう・左
「馬木福祉の街づくりプラン ①あいさつ運動の推進②見守り運動の推進 ③町を明るく活動の推進

L第4次実行(5カ年計画初年度) ④災害防止活動の推進 ⑤高齢者の生きがい作り支援 ⑥子どもの情操教育支援

住民親交部(角田部長他9名)

行方不明者捜索システムを町内会の班単位管理
あいさつ運動の推進、町を明るく、防犯灯•防犯カメラの設置と 
維持管理、町内会未加入世帯対策、外国住民との共生社会を 
目指す、災害時の避難経路の周知等防災教育実施、紙門松の配付

高齢者支援•ボランティア部(西谷部長他7名)

となり近所の見守り、班福祉委員会議、敬老長寿祝い品贈呈、 
高齢者運転免許返納助成、家事ボランティア事業、訪問配食、ふれ 

あい会食、いきいきサロン増加支援、高齢者等安否確認電話 
(あんしんネットワーク)、高齢者•健康不安者救急安心カードの配付

環境衛生部(樫原部長他6名)

きれいな町に公道の清掃、公衆マナーの醸成、犬猫の飼育マナーの 

向上、花と緑のまちづくり、一斉清掃(夏、年末)、愛の献血会、健康 

診断受診運動実施

青少年育成部(田村部長他7名)

地域児童安全パトロール、登下校•横断歩道の子ども見守り、公園の 
芝生管理、郷土芸能の伝承、伝統行事の継摩、平和学習及び子ども 
映画会、被爆者の証言、子育て支援活動、子ども会の活性化支援 

加入者対策

広報部(新畑部長他7名)

うまきだよりの毎月発行、地域情報の収集 

うまき社協だよりの年2回発行

事務局(亘事務局長他3名)

理事会、三役会議、区社協への実施報告・実施計画提示、助成金の 
申請、ひろしまLMO馬木社協事業の運営管理、地区社協活動拠点 
活性化事業、福祉のまちづくり総合推進、町內会会費徴収、賛助会 

員募集、各協力団体助成、会計・庶務事務他

ゆ『••マ傷Y題［© /・寧ゆデ
単位:円

•馬木地区社協令和6年度決算書•令和7年度予算書・ 

単位:巴(収入の部)

費目 6年度決算額 7年度予算額 摘要

前年度繰越金 961.343 976,555

助成金 430.990 430,000 区社協助成金、新•福祉の 
おづくり総合瞬

会費 371,500 386,500 1世帯250円 X1.546

賛助金並びに 
寄付金 749,000 730,000 賛助会費•寄付金、 

広報紙広告協賛

雑収入 12,841 13,200 共同募金事務費、 
預金利息等

広島市助成金 464.000 560,000
地区社協活動蠣活性化支援 

新觀城(殷•謝礼金)等

合計 2,989,674 3,096,255

(艾出の部)

費目 6年度決算額 7年度予算額 摘要

事務費 84,083 58,000 消耗品、通信運搬費等

研修・会議費 8,524 42,000 研イ®^ 加費等

負担金等 43,220 44,000 区社協・区コミ協負担金等

福祉事業費 1,208.548 1,813,000
新福祉のまちづくり総合推進 

事業、各種団体助成等

広報費 238.379 245,000 広報紙作成費

寄付金 〇 20,000 義援金等

地域創生
404,145

26,220

480,000

〇

地区社協活動拠点活性化支援 

晝業助成(経費・謝礼金)— 

広島市社協返済金

(令和5年度経費過剰受給分)

次年度繰越,予備費 976.555 394,255

合計 2,989,674 3,096,255

■令和7年度馬木地区社協 新理事・

氏名 選出団体 社協所属部 氏名 選出団体 社協所属部

宮崎五十三 上ひまわり会 住民親交部 田原 裕 樋柴町内会 麟衛生部

湯徳佳苗 大原二区町内会 住民親交部 坂田公利 大原三区町内会 青少年育成部

宮崎博行 東消防団馬木分団 環境衛生部 上迫香理 福木中PTA 青少年育成部

セブン罩』リアン圖;*1“ |1|

広島馬木店

東区馬木5丁目1699-1
3899-2911

☆緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

株式会社小畠造園
TEL(082) 899-2037

重点
項目

"

令
和7

年
度

///
馬
木
地
区
社
協
イ

"

新
役
員 

”

副

会

長

寺

西

宏

政

”

副

会

長

中

野

千

尋

//

福祉の原点です。まず、挨拶を!!

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/lmoumaki


(4)第72号 うまき社協だより

多目的ホール

地域防災拠点’).

•山口県総合防災情報ネットワークシステム端末
•災書情報の収果、伝達

•会議室(災害対褂備室)

•本部の事務局等

静 
fa

•備蓄庫
•災害救助物資、浄水器等

•衝星系•也t系防災行政無線施設•流通備當の集禎スペース

•兩災槻闔との連絡

ftd
BBL
=rqi7T',

•多目的ホな

山口県大島防災センター

【編集後記】中国地方の梅雨明けが6月27日に発表され、多くの地点で 
観測史上最も早い梅雨明けの日になりました。7月に入り、連日の真夏 
日や35度超えの猛暑日などが各地で記録され、厳しい暑さの 

中で、熱中症が心配です。皆さん、暑さ対策や小まめな水分 
補給などをして体調管理をしてください。

/mXtrfLAr—田中工游!S
気くばり、木くぱり。

造園・外構•設計施工•管理 

広島県知事許可第024660号

知馬木造 日
代表取締役宮本健一

東区馬木4 丁目956—2

TEL 899-2505 FAX 899-2590

虹の里居宅介護支援事業所

担当 二川

広島市東区馬木二丁目!398-1

TEL. (082) 508-5551

心と心を結ぶ

Mの架け橋

4

岫
、
岫•

岫

"

東

区

民

生

委

員

児

童

委

員

厂 

/

防
災
施
設
合
同
見
学
会
に 

j
；  

,

参
加
し
て 

厂 

す 

福

木

地

区

民

生

委

員 

ア 

,
 

児

童

委

員

協

議

会 

厂

泉

博

則

E

 

y

・
地
・編・购•

題・购・卜 

福
木
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委 

員5

名
が
、
東
区
民
児
協
主
催
の 

合
同
研
修
会
で
山
口
県
大
島
防
災 

セ
ン
タ
——
の
施
設
見
学
に
参
加
し 

ま
し
た
。

当
初
、
何
故
に
山
口
県
大
島
に 

防
災
セ
ン
タ
ー
が
有
る
の
か
知
り 

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
島
防
災
セ 

ン
タ
——
長
よ
り
説
明
を
受
け
て
納 

得
し
ま
し
た
。

東
南
海
、
南
海
地
震
へ
の
対
策 

と
し
て
內
閣
府
地
域
防
災
拠
点
整 

備
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
を
活
用
し 

て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

も
し
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
施
設
內
に
現
地
災
害 

対
策
本
部
を
設
置
し
て
災
害
応
急 

対
策
拠
点
と
し
て
機
能
し
ま
す
。
 

グ
ラ
ン
ド
は
避
難
場
所
と
し
て
活
用 

さ
れ
ま
す
、
備
蓄
庫
も
あ
り
ま
す
。
 

研
修
で
、
現
在
の
地
震
の
発
生 

確
率
、
食
料
、
水
の
ロ
——
リ
ン
グ 

ス
ト
ッ
ク
方
法
、
食
べ
た
ら
排
出 

の
必
要
性
と
ダ
ン
ボ
——
ル
を
使
用 

し
て
の
簡
易
ト
イ
レ
の
作
成
等
を 

学
び
ま
し
た
。

施
設
內
に
は
、
プ
レ
ー
ト
の
動 

き
に
よ
る
地
震
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ 

厶
や
津
波
実
感
シ
ュ
ミ
レ
——
夕
—— 

及
び
液
状
化
の
し
く
み
実
感
装
置 

等
の
体
験
が
可
能
で
す
。

地
震
が
来
な
い
事
を
切
に
望
み 

ま
す
が
、
歴
史
的
に
も
い
っ
か
地 

震
が
発
生
し
ま
す
。

そ
れ
に
備X

て
の
準
備
と
訓
練 

は
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

f  

賓
助
会
員

加

入

の

お

願

い 

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
賛
助
会 

員
の
加
入
並
び
に
贊
助
金
の
ご
支 

援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
等
は
、
馬
木
地
区
社
協 

の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て
い
た 

だ
い
て
い
ま
す
。

加
入
並
び
に
賛
助
金
申
し
込
み 

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

-

ロ
千
円
、
何
口
で
も
結
構
で
す
。
 

各
町
內
会
長
ま
た
は
馬
木
地
区 

社

協

会

計

升

川

康

仁(8
9
9
 

— 

8
7
6
6

馬
木
郵
便
局)

ま
で
、
 

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

園
長
就
任
の
ご
挨
拶
言
阳

*

 

広

島

市

立

卜
 

、
福

木

幼

稚

園 

•

、
園

長

原

み

ゆ

き

今
年
度
も
溫
か
い
保
護
者
や
地 

域
の
方
に
支X

て
い
た
だ
き
、
元 

気
い
っ
ぱ
い
ス
タ
——
卜
す
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。

本
園
は
、
教

育

目

標
を

「主
体 

的
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も 

の
育
成
」
目
指
す
子
ど
も
像
を
、
 

®

「ふ
れ
あ
い
仲
良
く
す
る
子
ど 

も
」e

「く
り
返
し
挑
戦
し
頑
張 

る
子
ど
も
」e

「き
い
て
見
て
考 

X

る
子
ど
も
」
と
し
て
、
体
験
活 

動
を
軸
と
し
た
園
児
が
わ
く
わ
く 

す
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
お
り 

ま
す
。

今
年
度
は4

歳
児5

名
、5

歳 

児6

名
、
計

11
名
で
ス
タ
——
卜
し 

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
 

こ
れ
ま
で
地
域
交
流
「い
き
い
き 

福
木
」
で
遊
び
や
散
歩
な
ど
で
、
 

園
児
と
た
つ
ぶ
り
ふ
れ
合
っ
て
い 

だ
だ
い
て
お
り
ま
す
。
少
人
数
の 

園
で
す
の
で
、
皆
様
方
も
是
非
幼 

稚
園
に
遊
び
に
来
て
い
た
だ
け
る 

と
幸
い
で
す
。

引
き
続
き
、
地
域
の
皆
様
に
開
か 

れ
た
幼
稚
園
づ
く
り
に
教
職
員
と 

共
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う 

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


